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221

戴
孚
『
広
異
記
』
七
則

溝
部
良
恵
訳

は
じ
め
に

筆
者
は
、
本
誌
前
号
掲
載
の
「
家
族
の
元
へ
戻
る
鬼
の
話

―
『
広
異
記
』「
薛
万
石
」
と
「
李
覇
」
を
中
心
に
」（『
慶
應
義
塾
大

学
日
吉
紀
要　

中
国
研
究
』
第
十
二
号　

二
〇
一
九
年
所
収
。
以
下
前
稿
と
す
る
）
と
い
う
論
考
に
お
い
て
、
安
史
の
乱
（
七
五
五
―

七
六
三
）
末
期
に
、
浙
東
台
州
（
現
江
蘇
省
台
州
市
）
で
起
こ
っ
た
袁
晁
の
乱
の
際
の
こ
と
を
書
き
記
し
た
と
思
わ
れ
る
『
広
異
記
』

「
薛
万
石
」
と
そ
れ
を
も
と
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
李
覇
」
の
話
の
比
較
を
行
っ
た
。『
広
異
記
』「
薛
万
石
」
は
、
袁
晁
の
乱
の

際
に
起
こ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
作
者
戴
孚
が
、
自
ら
聞
き
書
き
し
た
話
で
は
な
い
か
と
推
測
し
、『
広
異
記
』
の
話
の
中
で
、
安
史

の
乱
、
袁
晁
の
乱
な
ど
に
つ
い
て
書
か
れ
た
話
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
従
来
問
題
と
さ
れ
て
き
た
正
史
と
『
広
異
記
』
の
よ
う
な
志
怪

風
の
書
と
の
関
係
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
最
後
に
提
起
し
た
。

今
回
、
上
記
の
観
点
に
基
づ
い
て
、
前
掲
論
文
の
中
で
触
れ
た
話
を
中
心
に
、『
広
異
記
』
の
中
か
ら
安
史
の
乱
あ
る
い
は
袁
晁
の
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乱
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
以
下
の
七
話
を
選
び
訳
出
し
た
。

一
．「
慈
心
仙
人
」（
巻
三
九
・
神
仙
）

二
．「
李
惟
燕
」（
巻
一
〇
五
・
報
応
・
金
剛
経
）

三
．「
陳
哲
」（
巻
一
〇
五
・
報
応
・
金
剛
経
）

四
．「
豆
盧
栄
」（
巻
二
八
〇
・
夢
）

五
．「
李
瑩
」（
巻
三
三
六
・
鬼
）

六
．「
李
澣
」（
巻
三
三
七
・
鬼
）

七
．「
紫

羯
」（
巻
四
〇
三
・
宝
・
雑
宝
）

（
題
名
は
、『
太
平
広
記
』
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
括
弧
内
の
巻
数
、
分
類
は
特
に
断
り
の
な
い
場
合
、
い
ず
れ
も
『
太
平
広
記
』
の

も
の
を
指
す
。）テ

キ
ス
ト
に
つ
い
て

『
広
異
記
』
の
原
書
二
十
巻
は
、
北
宋
で
は
す
で
に
失
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
三
百
条
あ
ま
り
の
話
が
、『
太
平
広
記
』
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
早
く
か
ら
清
代
に
編
纂
さ
れ
た
六
巻
抄
本
の
存
在
が
知
ら
れ
て
き
た
。『
太
平
広
記
』
及
び
六
巻
抄

本
を
も
と
に
し
た
方
詩
銘
氏
の
編
集
に
よ
る
排
印
本
『
広
異
記
』（
中
華
書
局
、
古
小
説
叢
刊
、
一
九
九
二
年
）
が
あ
る
。

『
太
平
広
記
』
は
、
宋
初
に
お
い
て
勅
命
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
宋
初
以
前
の
野
史
、
志
怪
、
伝
奇
な
ど
を
集
め
た
類
書
で
あ
る
が
、
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印
刷
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
宮
中
の
秘
書
に
版
木
が
蔵
さ
れ
た
。
明
末
、
談
愷
に
よ
り
刻
本
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
が
所
謂
談
刻
本
で

あ
り
、
現
在
最
も
信
頼
さ
れ
る
『
太
平
広
記
』
の
排
印
本
の
一
つ
で
あ
る
中
華
書
局
本
の
底
本
と
な
っ
て
い
る
刻
本
で
あ
る
。
し
か
し

談
刻
本
自
身
も
複
数
の
刻
本
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
他
に
も
明
代
の
野
竹
斎
抄
本
、
清
代
の
陳
鱣
に
よ
る
校
本
が

知
ら
れ
て
い
る
。
中
華
書
局
本
は
、
こ
れ
ら
の
諸
本
を
参
考
に
し
て
い
る
が
、
十
分
に
こ
れ
ら
諸
本
の
異
同
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は

言
え
な
い
部
分
も
あ
っ
た
。
ま
た
近
年
、
台
湾
大
学
所
蔵
の
孫
潜
に
よ
る
校
本
、
談
刻
本
よ
り
前
の
『
太
平
広
記
』
を
参
考
に
し
た
と

考
え
ら
れ
る
李
朝
朝
鮮
の
成
任
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
太
平
広
記
詳
節
』
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
張
国
風
氏
に
よ
り
こ
れ

ら
の
諸
本
を
用
い
、
校
勘
し
た
『
太
平
広
記
会
校
』（
北
京
燕
山
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、

こ
の
『
太
平
広
記
会
校
』
を
底
本
と
し
、
適
宜
中
華
書
局
本
『
広
異
記
』
を
参
照
す
る
こ
と
と
す
る
。

袁
晁
の
乱
と
は

袁
晁
の
乱
と
は
、
宝
応
元
年
（
七
六
二
）
に
、
台
州
（
現
浙
江
省
台
州
市
）
の
豪
農
、
袁
晁
が
起
こ
し
た
農
民
反
乱
で
あ
る
。
江
淮

地
方
は
、
安
史
の
乱
に
苦
し
む
唐
王
朝
の
重
要
な
財
源
地
区
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
白
著
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
過
酷
な
税
の
取
り
立
て

が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
混
乱
の
最
中
に
没
落
し
、
流
民
化
す
る
農
民
も
多
数
い
た
。
袁
晁
は
、
宝
応
元
年
に
、
浙
東
台
州
（
現

浙
江
省
）
で
こ
れ
ら
の
不
満
を
持
つ
農
民
を
ま
と
め
、
決
起
し
た
。『
旧
唐
書
』
に
よ
れ
ば
、
宝
勝
と
改
元
し
、
最
大
で
二
十
万
も
の

兵
を
率
い
て
、
九
月
に
は
信
州
、
十
月
に
は
温
州
、
明
州
を
陥
落
す
る
な
ど
、
十
六
の
群
邑
を
支
配
下
に
置
い
た
と
い
う
。
さ
ら
に
唐

王
朝
を
模
倣
し
、
公
卿
数
十
名
を
任
命
し
、
独
立
国
家
を
樹
立
し
よ
う
と
し
た
が
、
翌
年
の
三
月
に
は
、
朝
廷
か
ら
派
遣
さ
れ
た
李
弼

光
に
よ
り
、
袁
晁
の
軍
は
破
れ
、
広
徳
二
年
（
七
六
四
）
十
一
月
に
は
、
袁
晁
も
捕
ら
え
ら
れ
、
誅
殺
さ
れ
た
。
こ
の
乱
に
関
す
る
資
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料
は
、
多
く
は
な
い
が
、
松
本
秀
一
氏
に
よ
れ
ば
、
期
間
は
短
か
っ
た
も
の
の
、
唐
末
、
黄
巣
の
乱
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
規
模
を
持
っ

た
大
き
な
反
乱
で
あ
っ
た
と
い
う
（「
八
世
紀
中
葉
頃
の
江
淮
の
叛
乱
―
袁
晁
の
叛
乱
を
中
心
と
し
て
―
」『
北
大
史
学
』
二
、
一
九
五

四
年
所
収
）。
ま
だ
安
史
の
乱
が
完
全
に
収
束
し
て
い
な
い
中
で
起
こ
っ
た
こ
の
暴
動
は
、
唐
王
朝
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
、
乱
の
影

響
は
、
浙
江
地
方
に
広
範
囲
に
わ
た
り
、
こ
れ
以
後
、
唐
末
に
至
る
ま
で
、
こ
の
地
方
で
は
、
農
民
に
よ
る
反
乱
が
繰
り
返
さ
れ
、
不

安
定
な
地
域
と
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

『
広
異
記
』
の
作
者
戴
孚
は
、
譙
郡
（
現
安
徽
省
毫
県
）
で
、
開
元
年
間
（
七
一
三
―
七
四
一
）
の
終
わ
り
頃
に
生
ま
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
安
史
の
乱
勃
発
直
後
、
至
徳
二
年
（
七
五
七
）
の
科
挙
に
合
格
し
た
後
の
経
歴
は
、
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
が
、
最
後
は
饒

州
（
現
江
西
省
上
饒
市
）
の
参
軍
（
地
方
の
下
級
官
吏
）
で
生
涯
を
終
え
た
。『
広
異
記
』
の
中
で
、
唯
一
戴
孚
自
身
が
登
場
す
る

「
王
法
智
」（
巻
三
〇
五
）
で
は
、
大
暦
六
年
（
七
七
一
）
桐
盧
県
（
現
浙
江
省
杭
州
市
）
で
仲
間
た
ち
と
若
い
神
が
か
り
の
女
性
を
介

し
、
昔
の
人
物
と
交
信
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
袁
晁
の
乱
が
起
こ
っ
た
浙
江
の
辺
り
に
居
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
今
回
訳
出
し
た
話
の
多
く
は
、
実
際
に
戴
孚
が
袁
晁
の
乱
を
経
験
し
た
人
々
か
ら
聞
き
取
り
を
し
た
話
あ
る
い
は
、
当
時

南
方
一
帯
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
話
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

一
．
慈
心
仙
人
（
巻
三
九
・
神
仙
）

広
徳
二
年
（
七
六
四
）、
臨
海
県
（
現
浙
江
省
）
の
袁
晁
が
永
嘉
（
現
浙
江
省
）
に
攻
め
込
ん
だ
際
、
そ
の
船
は
、
大
風
に
遭
い
、

東
の
方
に
数
千
里
も
流
さ
れ
、
や
が
て
青
々
と
茂
っ
た
山
と
と
り
ど
り
に
光
り
輝
く
城
壁
に
囲
ま
れ
た
と
こ
ろ
に
着
い
た
。
舵
を
め
ぐ

ら
せ
、
船
を
泊
め
る
と
、
瓦
は
瑠
璃
、
壁
は
鼈
甲
で
で
き
た
道
観
が
見
え
て
き
た
。
中
に
入
っ
て
み
る
と
、
し
ん
と
し
て
、
人
の
姿
は
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見
え
な
い
。
た
だ
、
西
域
産
の
子
犬
が
二
十
匹
ほ
ど
い
る
だ
け
で
あ
る
。
食
器
は
み
な
黄
金
で
で
き
て
お
り
、
豪
華
な
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
寝
具
も
綺
麗
な
も
の
で
、
多
く
は
、
蜀
産
の
錦
で
で
き
て
い
た
。
さ
ら
に
は
金
の
牙
城
が
あ
り
、
そ
の
ま
わ
り
に
は
、
金
屑
が
う

ず
高
く
積
も
っ
て
い
た
。
袁
の
一
味
は
人
の
姿
が
見
え
な
い
の
で
、
争
っ
て
物
を
取
り
始
め
た
。
す
る
と
突
然
婦
人
が
一
人
、
金
の
牙

城
か
ら
出
て
き
た
。
身
長
は
、
六
尺
余
り
、
刺
繍
を
施
し
た
錦
の
上
着
を
着
て
、
紫
の
ス
カ
ー
ト
を
穿
い
て
い
る
。
そ
の
婦
人
が
賊
に

向
か
っ
て
「
そ
な
た
達
は
、
袁
の
一
味
で
は
な
い
か
。
ど
う
し
て
こ
こ
に
来
た
の
じ
ゃ
。
こ
こ
に
あ
る
物
は
、
お
前
た
ち
の
も
の
で
は

な
い
。
勝
手
に
さ
わ
る
で
な
い
」
と
言
っ
た
。
そ
し
て
西
域
産
の
子
犬
た
ち
の
方
を
見
な
が
ら
、「
お
ま
え
た
ち
は
、
こ
れ
を
犬
と
思

っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
龍
な
の
だ
。
お
前
達
が
持
ち
去
ろ
う
と
し
て
い
る
物
を
惜
し
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
。
た

だ
、
龍
の
怒
り
に
触
れ
た
ら
、
お
前
達
の
船
は
あ
っ
と
い
う
間
に
海
に
引
き
込
ま
れ
、
死
ん
で
し
ま
う
の
だ
。
一
刻
も
早
く
返
し
な
さ

い
」
と
言
っ
た
。
袁
の
一
味
は
、
整
列
し
、
持
ち
出
し
た
物
を
も
と
の
場
所
に
戻
し
た
。
そ
し
て
こ
こ
は
い
っ
た
い
ど
こ
な
の
で
し
ょ

う
、
と
尋
ね
た
。
婦
人
は
、「
こ
こ
は
、
鏡
湖
山
慈
山
仙
人
の
道
場
で
す
。
お
前
た
ち
は
、
い
い
加
減
に
袁
晁
の
仲
間
に
加
わ
っ
た
よ

う
だ
が
、
あ
と
十
日
も
す
れ
ば
、
大
き
な
禍
が
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
気
を
つ
け
る
の
で
す
よ
」
と
言
っ
た
。
袁
の
一
味
は
、
ま
た
風
に

の
っ
て
海
岸
に
帰
り
た
い
と
懇
願
し
た
。
そ
れ
を
聞
き
、
婦
人
が
振
り
返
り
、
さ
っ
と
手
を
動
か
す
と
、
た
ち
ま
ち
風
が
起
こ
っ
た
。

賊
た
ち
は
、
婦
人
に
別
れ
の
挨
拶
を
す
る
と
、
帆
を
揚
げ
て
出
発
し
、
数
日
後
に
臨
海
に
着
い
た
が
、
砂
で
浅
瀬
が
で
き
、
船
か
ら
降

り
る
こ
と
が
で
き
ず
、
官
軍
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
た
だ
六
、
七
人
の
女
達
が
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
た
だ
け
だ
っ
た
。

浙
東
押
衙
（
儀
仗
、
侍
衛
を
司
る
武
官
）
謝
詮
之
は
、
そ
の
一
人
を
下
女
と
し
て
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
曲
葉
と
い
う
名
の
そ

の
下
女
が
、
自
ら
こ
の
こ
と
を
語
っ
た
の
で
あ
る
。

【
余
説
】
袁
晁
の
軍
が
ど
の
よ
う
な
動
き
を
し
た
か
、
詳
し
い
資
料
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
先
に
記
し
た
よ
う
に
広
徳
二
年
に
は
、
袁
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晁
は
捕
え
ら
れ
た
。
こ
の
話
は
、
こ
う
し
た
背
景
と
関
係
を
持
ち
な
が
ら
、
袁
晁
の
一
味
に
関
す
る
話
と
し
て
、
広
ま
っ
た
噂
話
の
一

つ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
下
女
が
語
っ
た
話
で
あ
る
た
め
、
信
憑
性
に
は
欠
け
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
人
々
の
袁
晁
の
一
味

へ
の
恐
れ
と
興
味
が
、
背
景
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二
．
李
惟
燕
（
巻
一
〇
五
・
報
応
・
金
剛
経
）

建
徳
県
（
現
浙
江
省
杭
州
市
）
の
県
令
李
惟
燕
は
、
若
い
頃
か
ら
『
金
剛
経
』
を
唱
え
て
い
た
。
天
宝
年
間
（
七
四
二
―
七
五
六
）

の
末
頃
、
惟
燕
は
余
姚
郡
（
現
浙
江
省
寧
波
市
）
の
参
軍
と
な
っ
た
。
任
期
が
終
わ
り
故
郷
に
帰
る
た
め
、
船
で
北
へ
向
か
っ
て
い
る

途
中
、
五
丈
店
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
、
ち
ょ
う
ど
、
上
虞
江
の
堰
が
破
れ
、
川
の
水
が
干
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
時
は
真
夜
中
で
、
あ

た
り
に
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。
こ
の
道
は
、
以
前
か
ら
窃
盗
が
多
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
た
。
惟
燕
の
船
に
は
、
呉
の
地
方
で
作
ら
れ

た
綾
ぎ
ぬ
が
数
百
疋
（
一
疋
は
、
二
反
＝
四
丈
＝
約
十
二
メ
ー
ト
ル
）
あ
っ
た
の
で
、
惟
燕
は
、
賊
に
取
ら
れ
は
し
な
い
か
と
気
が
気

で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
一
振
り
の
剣
を
持
ち
な
が
ら
、
船
の
先
頭
に
出
て
お
経
を
唱
え
た
。
三
更
（
夜
中
の
三
時
頃
）
を
過
ぎ
る
と
、

堤
防
の
辺
り
に
二
つ
の
明
か
り
が
近
づ
い
て
く
る
の
が
見
え
た
。
惟
燕
が
、
村
人
が
助
け
に
来
て
く
れ
た
の
か
と
思
っ
て
い
る
と
、
火

は
船
の
先
か
ら
百
歩
（
約
二
十
メ
ー
ト
ル
）
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
ぐ
る
ぐ
る
と
回
っ
て
い
る
。
惟
燕
は
不
思
議
に
思
い
、
ま
す
ま
す
声
を

張
り
上
げ
、
経
を
読
み
続
け
た
。
そ
し
て
心
の
中
で
、「
火
が
つ
い
た
の
は
、『
金
剛
教
』
の
お
か
げ
に
違
い
な
い
」
と
思
っ
た
。
そ
の

時
、
堤
防
の
中
の
水
は
尽
き
て
い
た
が
、
堤
防
の
外
に
水
が
た
ま
っ
て
き
た
の
で
、
惟
燕
は
、「
堤
防
が
破
れ
て
水
が
入
り
ま
す
よ
う

に
」
と
心
に
念
じ
た
。
夜
中
過
ぎ
に
、
船
頭
が
ふ
い
に
水
の
流
れ
る
音
を
聞
い
て
驚
い
て
、「
堤
防
が
大
分
ゆ
る
ん
だ
よ
う
で
す
。
な

ぜ
決
壊
し
た
の
だ
ろ
う
」
と
言
っ
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
船
が
浮
か
ん
で
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
き
た
が
、
果
た
し
て
夜
が
明
け
る
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と
、
川
の
水
は
一
杯
に
な
っ
て
い
た
。
船
が
立
ち
往
生
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
大
き
さ
数
丈
の
穴
が
あ
い
た
の
だ
っ
た
。
そ
れ
で
『
金

剛
教
』
を
唱
え
た
お
か
げ
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
だ
っ
た
。
惟
燕
の
弟
の
惟
玉
は
、
虔
州
（
現
江
西
省
贛
州
市
）
の
別
駕
（
州

の
総
務
担
当
の
次
官
。
長
史
と
も
称
さ
れ
た
）
に
任
じ
ら
れ
た
。
兄
が
『
金
剛
教
』
を
読
ん
で
功
徳
が
あ
っ
た
の
を
見
て
、
見
習
う
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
後
に
、
船
に
乗
っ
て
、
峡
に
出
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
急
な
流
れ
に
櫓
が
折
れ
、
船
が
沈
み
そ
う
に
な
っ
た
。
そ

こ
で
精
一
杯
経
を
念
じ
た
。
す
る
と
一
本
の
櫓
が
流
さ
れ
て
く
る
の
が
見
え
た
。
そ
れ
を
つ
か
み
、
事
な
き
を
得
た
。
そ
れ
か
ら
一
族

の
者
は
常
に
『
金
剛
経
』
を
読
む
よ
う
に
な
っ
た
。
安
禄
山
の
乱
に
あ
っ
た
時
、
草
む
ら
に
伏
せ
て
い
る
と
、
賊
が
せ
ま
っ
て
き
て
い

た
。
靴
が
あ
っ
た
ら
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
と
思
っ
て
い
る
と
、
何
か
が
落
ち
て
き
て
背
中
に
あ
た
っ
た
。
な
ん
と
新
し
い
靴

だ
っ
た
。

【
余
説
】『
太
平
広
記
』
で
は
、
巻
一
〇
二
か
ら
巻
一
三
四
ま
で
は
、「
報
応
」
の
分
類
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
「
金
剛
教
」（
巻

一
〇
二
か
ら
巻
一
〇
八
）、「
法
華
経
」（
巻
一
〇
九
）、「
観
音
経
」（
巻
一
一
〇
か
ら
巻
一
一
一
）
と
経
ご
と
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
報
応
譚
は
、
所
謂
「
釈
氏
輔
教
」
の
説
と
し
て
、
仏
教
の
功
徳
を
広
め
る
一
つ
の
方
法
だ
っ
た
と
思
わ
れ
、
話
の
展
開
に
面

白
さ
な
ど
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
し
か
し
一
方
で
、
当
時
の
人
々
が
珍
し
い
話
と
し
て
、
話
し
伝
え
、
書
き
記
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
当
時
の
人
々
の
信
仰
、
考
え
方
な
ど
を
知
る
手
が
か
り
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
李
惟

燕
は
、
今
回
訳
出
し
た
「
七
．
紫

羯
」
に
も
名
前
が
見
ら
れ
、
戴
孚
が
直
接
話
を
聞
い
た
人
々
の
一
人
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
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三
．
陳
哲
（
巻
一
〇
五
・
報
応
・
金
剛
経
）

臨
安
（
現
江
蘇
省
杭
州
市
）
の
陳
哲
は
、
余
杭
（
現
浙
江
省
杭
州
市
）
に
住
ん
で
い
た
。
陳
哲
は
、
修
行
に
努
め
て
お
り
、
い
つ
も

『
金
剛
経
』
を
念
じ
て
い
た
。
広
徳
年
間
（
七
六
三
―
七
六
四
）
の
始
め
、
武
康
（
浙
江
省
湖
州
市
）
出
身
の
朱
潭
が
反
乱
を
起
こ
し
、

余
杭
を
占
拠
し
た
。
陳
哲
は
、
多
く
の
財
産
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
船
に
移
し
て
、
逃
げ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
賊
が
追

っ
て
き
た
。
陳
哲
は
、
こ
の
賊
を
官
軍
と
勘
違
い
し
て
、「
賊
は
ど
の
く
ら
い
の
近
さ
に
い
る
の
か
」
と
尋
ね
た
。
賊
は
そ
の
言
葉
を

聞
き
、「
こ
の
お
い
ぼ
れ
、
我
ら
を
ば
か
に
す
る
の
か
」
と
怒
り
、
剣
で
刺
そ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
剣
を
一
振
り
す
る
ご
と
に
、

直
径
五
、
六
尺
（
約
一
メ
ー
ト
ル
）
の
光
の
円
が
、
陳
哲
の
身
体
を
覆
う
の
で
、
賊
が
刺
そ
う
と
し
て
も
刺
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

賊
た
ち
は
驚
い
て
、「
こ
の
方
は
聖
人
に
違
い
な
い
、
傷
つ
け
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
ぞ
」
と
言
い
な
が
ら
、
剣
を
捨
て
て
去
っ
て

行
っ
た
。

四
．
豆
盧
栄
（
巻
二
八
〇
・
夢
）

上
元
（
七
六
〇
―
七
六
一
）
の
初
め
、
温
州
（
現
江
蘇
省
温
州
市
）
の
別
駕
（
州
の
総
務
担
当
の
次
官
）、
豆
盧
栄
が
亡
く
な
っ
た
。

豆
盧
栄
の
妻
は
、
金
河
公
主
の
娘
で
あ
っ
た
。
公
主
は
、
砕
葉
（
中
央
ア
ジ
ア
、
イ
ス
イ
ク
ク
リ
湖
西
方
の
オ
ア
シ
ス
都
市
）
に
降
嫁

し
た
。
砕
葉
は
唐
の
属
国
と
な
り
、
そ
の
王
が
な
く
な
る
と
、
公
主
も
帰
っ
て
き
た
。
栄
が
温
州
に
赴
任
す
る
と
、
公
主
も
つ
い
て
い

っ
た
。
宝
応
（
七
六
二
）
の
初
め
、
臨
海
の
山
賊
袁
晁
が
、
台
州
を
攻
め
、
占
領
し
た
。
公
主
の
娘
は
、
夜
、
夢
に
一
人
の
人
を
見
た
。
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そ
の
人
は
、
ざ
ん
ば
ら
髪
に
血
を
流
し
な
が
ら
、「
温
州
は
も
う
す
ぐ
戦
乱
に
な
る
か
ら
、
早
く
逃
げ
る
の
だ
。
さ
も
な
く
ば
、
必
ず

や
禍
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
ぞ
」
と
言
っ
た
。
娘
は
目
を
覚
ま
し
、
す
ぐ
に
公
主
に
そ
の
こ
と
を
伝
え
た
が
、「
た
か
が
夢
に
慌
て
る

ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
信
じ
ら
れ
る
も
の
で
す
か
」
と
相
手
に
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
も
う
一
度
寝
床
に
入
る
と
、
娘
は
ま

た
夢
を
見
た
が
、
今
度
は
豆
盧
栄
が
出
て
き
て
「
さ
っ
き
の
ざ
ん
ば
ら
髪
の
男
は
、
お
父
様
で
あ
ら
れ
る
ぞ
。
今
は
、
あ
の
世
で
将
軍

と
な
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
浙
東
は
ま
さ
に
袁
晁
の
手
に
落
ち
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
、
お
前
た
ち
を
逃
が
し
た
い
と
思
わ
れ
た
の
だ
。

早
く
お
言
葉
に
従
う
の
だ
。
何
も
持
た
ず
に
逃
げ
る
の
だ
ぞ
」
と
言
っ
た
。
娘
は
、
ま
た
公
主
に
こ
の
話
を
し
た
。
ち
ょ
う
ど
、
江
東

で
は
米
の
値
段
が
高
騰
し
て
い
た
が
、
温
州
だ
け
は
ま
だ
安
か
っ
た
。
ま
た
公
主
は
あ
る
人
に
呉
の
綾
ぎ
ぬ
を
数
千
疋
預
け
て
お
り
、

そ
れ
が
惜
し
く
て
動
こ
う
と
し
な
か
っ
た
。
少
し
た
っ
て
、
娘
の
夢
枕
に
父
が
立
っ
た
。「
浙
東
八
州
は
、
袁
晁
の
手
に
よ
っ
て
陥
落

し
た
。
お
前
の
母
が
、
早
く
逃
げ
な
け
れ
ば
、
必
ず
大
変
な
目
に
あ
う
ぞ
」
こ
う
言
う
と
、
父
は
泣
き
出
し
た
。
公
主
は
そ
こ
で
や
っ

と
栝
州
（
現
浙
江
省
麗
水
市
）
に
移
っ
た
。
栝
州
が
陥
落
す
る
と
、
着
の
身
着
の
ま
ま
で
逃
げ
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
父
親
が
夢
の
中

で
言
っ
た
通
り
で
あ
っ
た
。

【
余
説
】
金
河
公
主
は
、
交
河
公
主
と
も
い
う
。
西
突
厥
の
河
汗
阿
史
那
懷
道
の
娘
で
、
突
騎
施
の
河
汗
蘇
禄
に
嫁
い
だ
。
こ
の
話
で

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
袁
晁
が
温
州
を
攻
め
た
際
の
こ
と
で
あ
る
が
、
前
稿
で
取
り
上
げ
た
「
薛
万
石
」（
巻
三
三
七
）

と
同
じ
頃
の
話
と
思
わ
れ
る
。
内
容
的
な
関
連
性
は
な
い
が
、「
薛
万
石
」
に
お
い
て
も
、
袁
晁
の
反
乱
の
た
め
、
米
価
が
高
騰
し
て

い
る
こ
と
に
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
袁
晁
の
反
乱
を
受
け
、
当
時
の
温
州
付
近
が
混
乱
に
陥
っ
て
い
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
記
述
で
あ
る
。
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五
．
李
瑩
（
巻
三
三
六
・
鬼
）

寿
昌
（
現
浙
江
省
杭
州
市
）
の
県
令
の
李
瑩
は
、
趙
郡
（
現
河
北
省
邯
鄲
市
）
李
氏
出
身
で
あ
っ
た
が
、
ま
だ
結
婚
し
て
い
な
い
十

三
番
目
の
従
妹
が
い
た
。
至
徳
年
間
（
七
五
六
―
七
五
八
）
の
初
め
、
親
戚
達
と
と
も
に
、
南
方
へ
行
こ
う
と
し
た
が
、
亡
く
な
り
、

呉
地
方
の
海
塩
（
現
浙
江
省
嘉
興
市
）
の
地
で
葬
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
親
戚
の
岷
の
荘
園
は
、
済
源
（
現
河
南
省
済
源

市
）
に
あ
っ
た
が
、
妹
が
い
て
、
そ
こ
か
ら
十
里
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
に
、
一
人
で
住
ん
で
い
た
た
め
、
安
禄
山
の
乱
の
際
に
は
、
兄

達
と
一
緒
に
南
に
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
上
元
（
七
六
〇
―
七
六
一
）
中
、
突
然
そ
の
妹

が
帰
っ
て
来
た
。
い
っ
た
い
ど
う
し
た
の
か
、
と
聞
く
と
、
賊
に
連
れ
去
ら
れ
た
と
い
う
。
受
け
答
え
は
、
し
っ
か
り
し
て
い
た
の
で
、

家
族
は
そ
れ
以
上
妹
を
問
い
詰
め
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
姉
は
、
こ
の
混
乱
の
最
中
に
何
か
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
、
と
に

か
く
近
く
の
張
家
に
嫁
が
せ
て
し
ま
お
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
四
、
五
年
が
た
っ
て
、
子
供
も
一
人
生
ま
れ
た
。
と
て
も
聡
明
で
、

至
ら
ぬ
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
い
つ
も
岷
の
家
の
一
室
に
鍵
を
か
け
て
こ
も
っ
て
は
、
休
ん
で
い
た
。
岷
の
家
の
土
地
の
多
く
は
、
乱

の
最
中
に
人
々
に
奪
わ
れ
て
い
た
が
、
訴
え
て
す
べ
て
取
り
戻
し
て
い
た
。
永
泰
（
七
六
五
―
七
六
六
）
の
頃
に
な
る
と
、
世
の
中
も

落
ち
着
つ
き
を
取
り
戻
し
、
岷
や
親
戚
た
ち
も
江
東
か
ら
都
に
入
り
、
試
験
に
参
加
し
、
終
わ
る
と
荘
園
に
帰
っ
て
き
た
。
兄
達
が
あ

と
数
百
里
で
着
こ
う
か
と
い
う
頃
、
妹
は
荘
園
に
い
た
が
、
ふ
い
に
女
中
に
「
お
兄
様
た
ち
が
数
日
し
た
ら
到
着
す
る
か
ら
、
私
は
ち

ょ
っ
と
張
家
の
方
へ
行
っ
て
く
る
わ
ね
」
と
告
げ
、
姉
に
も
別
れ
を
言
い
に
行
っ
た
。「
な
ん
で
そ
ん
な
こ
と
が
わ
か
る
の
」
と
姉
が

言
う
と
、「
何
度
も
夢
に
見
た
の
で
す
」
と
答
え
た
。
女
中
が
送
っ
て
行
く
と
、
途
中
で
女
中
を
帰
ら
せ
た
。
女
中
が
少
し
歩
い
て
振

り
返
っ
て
見
る
と
、
妹
の
姿
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
女
中
は
気
味
が
悪
く
な
っ
た
。
二
日
ほ
ど
し
て
、
張
家
か
ら
、
妹
が
亡
く
な
っ
た
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と
の
知
ら
せ
が
届
い
た
。
姉
や
妹
や
甥
達
が
、
ち
ょ
う
ど
泣
き
終
わ
っ
た
こ
ろ
、
兄
達
が
着
い
た
の
で
、
妹
の
葬
式
を
行
っ
た
。
兄
の

岷
は
、「
妹
は
、
上
元
の
頃
に
亡
く
な
っ
て
、
海
塩
に
仮
葬
し
て
き
た
の
だ
。
ど
う
や
っ
て
こ
こ
に
来
た
と
い
う
の
だ
ろ
う
。
鬼
神
の

た
ぐ
い
で
は
な
い
か
」
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
、
張
家
に
行
っ
て
見
て
み
る
と
、
布
団
を
あ
げ
て
も
遺
体
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
着
て

い
た
も
の
や
鏡
を
調
べ
て
み
る
と
、
全
て
入
棺
の
時
に
入
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
妹
の
子
供
も
ま
も
な
く
亡
く
な
っ
た
。

【
余
説
】
冒
頭
の
文
章
で
は
、
李
瑩
の
従
妹
が
亡
く
な
り
、
海
塩
で
葬
ら
れ
た
こ
と
が
書
い
て
あ
る
が
、
そ
の
直
後
に
李
岷
の
話
が

始
ま
る
。
亡
く
な
っ
た
は
ず
の
妹
が
、
家
族
に
は
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
に
ふ
る
ま
い
、
兄
の
帰
宅
に
よ
っ
て
そ
の
こ
と
が
露
見
す
る

と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
冒
頭
で
従
妹
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
、
と
書
い
て
あ
り
、
わ
か
り
づ
ら
い
。
こ
れ
は
、
当
時
李
瑩
が

語
っ
た
話
を
か
な
り
忠
実
に
記
録
し
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
安
禄
山
の
乱
の
最
中
に
起
こ
っ
た
不
思
議
な
話
の
一
つ
と
し
て

人
々
の
間
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
話
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
最
初
に
記
述
の
混
乱
は
み
ら
れ
る
が
、
乱
の
最
中
に
一
人
帰
っ
て
き
た

妹
を
と
に
か
く
嫁
が
せ
よ
う
と
す
る
姉
の
行
動
や
、
嫁
い
で
か
ら
の
妹
の
様
子
、
乱
後
に
世
の
中
が
再
び
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す
一
家

の
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、
戦
乱
が
普
通
の
人
々
の
生
活
に
与
え
る
影
響
を
リ
ア
ル
に
伝
え
て
い
る
。

六
．
李
澣
（
巻
三
三
七
・
鬼
）

河
中
（
現
山
西
省
永
済
県
）
の
少
尹
の
李
澣
は
、
広
徳
二
年
（
七
六
四
）
に
亡
く
な
っ
た
。
初
七
日
の
法
要
を
済
ま
せ
る
と
、
突
然
、

中
門
の
辺
り
で
、
澣
が
一
人
で
馬
に
乗
っ
て
、
大
門
を
入
っ
て
く
る
の
が
見
え
た
。
召
使
た
ち
が
、
再
拝
し
、
澣
を
支
え
て
馬
か
ら
下

ろ
す
と
、
澣
は
西
側
の
部
屋
に
入
っ
た
。
子
供
達
は
泣
き
な
が
ら
、
父
親
に
挨
拶
を
し
た
。
澣
は
、「
生
と
死
は
定
め
な
の
だ
。
悲
し
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ん
で
も
、
何
に
も
な
ら
ぬ
。
た
だ
亡
き
者
の
心
を
乱
す
だ
け
だ
」
と
言
い
、
し
ば
ら
く
家
の
こ
と
を
あ
れ
や
こ
れ
や
と
指
示
し
た
。
澣

は
最
初
項
玘
の
妹
と
結
婚
し
、
四
人
の
子
供
を
持
っ
た
。
最
初
の
妻
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
、
河
南
の
竇
滔
の
娘
を
娶
っ
た
。
二
番
目
の

妻
は
、
と
て
も
美
し
く
、
澣
は
妻
を
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
た
。
し
か
し
澣
が
戻
っ
て
き
た
時
、
妻
は
怖
が
り
出
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、

澣
は
妻
を
呼
び
、「
生
と
死
に
は
境
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
気
持
ち
は
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
何
を
恐
れ
て
い
る
の
だ
。
顔
を
見
せ

て
お
く
れ
。
地
下
で
そ
な
た
の
泣
き
声
を
聞
く
た
び
に
、
悲
し
み
に
く
れ
て
お
っ
た
の
だ
。
残
念
な
が
ら
、
そ
な
た
の
寿
命
も
長
く
は

な
い
。
ま
だ
離
れ
て
か
ら
二
年
も
た
た
な
い
の
だ
。
夫
婦
の
絆
は
固
い
も
の
だ
。
一
緒
に
あ
の
世
へ
行
こ
う
じ
ゃ
な
い
か
。
人
は
必
ず

死
ぬ
も
の
な
の
だ
。
一
、
二
年
長
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
何
も
変
わ
ら
な
い
で
は
な
い
か
」。
妻
が
黙
っ
て
い
る
と
、
澣
は
、「
よ
か

ろ
う
。
今
は
こ
れ
以
上
言
う
ま
い
。
日
を
改
め
て
、
迎
え
を
よ
こ
そ
う
。
別
れ
は
言
わ
ん
ぞ
」
と
言
っ
た
。
そ
し
て
四
人
の
召
し
使
い

を
呼
び
出
し
、「
お
前
た
ち
は
昔
か
ら
、
妻
に
仕
え
て
い
た
の
だ
か
ら
、
一
緒
に
来
る
が
よ
い
」
と
告
げ
た
。
そ
れ
か
ら
、
妻
の
服
を

手
に
取
り
、
自
ら
い
く
つ
か
の
袋
に
分
け
て
、
四
人
の
召
し
使
い
た
ち
に
渡
し
、「
後
で
こ
れ
を
持
っ
て
、
奥
様
に
従
っ
て
く
る
よ
う

に
」
と
言
っ
た
。
ま
た
息
子
た
ち
に
は
、「
私
は
も
と
も
と
お
前
た
ち
の
母
親
と
結
婚
し
て
い
た
が
、
あ
の
世
で
は
、
全
く
会
う
こ
と

も
な
い
。
お
前
た
ち
の
母
親
と
合
葬
を
し
て
は
な
ら
ぬ
ぞ
。
今
の
妻
と
合
葬
す
る
の
だ
。
も
し
言
い
つ
け
を
聞
か
な
け
れ
ば
、
お
前
達

も
命
を
落
と
す
こ
と
に
な
る
ぞ
」
と
言
い
終
え
る
と
、
出
て
行
っ
た
。
召
し
使
い
達
が
、
門
ま
で
送
り
に
行
く
と
、
澣
が
馬
に
乗
っ
て

走
り
去
る
の
が
見
え
た
。
東
か
ら
西
に
曲
が
り
姿
が
見
え
な
く
な
っ
た
。
後
に
、
車
馬
が
家
ま
で
や
っ
て
き
た
が
、
四
人
の
召
し
使
い

に
だ
け
見
え
、
ほ
か
の
人
に
は
見
え
な
か
っ
た
。
竇
氏
は
支
度
を
す
る
と
、
前
に
澣
が
選
ん
だ
服
を
持
ち
、
家
族
に
別
れ
を
告
げ
た
。

す
る
と
竇
氏
も
召
し
使
い
達
も
そ
の
場
で
ば
っ
た
り
倒
れ
て
息
絶
え
た
。

【
余
説
】
前
稿
に
お
い
て
、「
家
族
の
元
に
戻
る
鬼
」
と
し
て
、「
李
覇
」（
巻
三
三
一
）、「
薛
万
石
」（
巻
三
三
七
）
の
話
を
分
析
し
た
。
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こ
の
話
も
亡
く
な
っ
た
夫
、
父
親
が
家
族
の
元
に
戻
り
、
様
々
な
指
示
を
し
、
最
後
に
は
妻
を
あ
の
世
に
連
れ
て
行
く
と
い
う
話
で
あ

る
。
前
稿
に
お
い
て
も
指
摘
し
た
が
、
こ
の
他
に
も
『
太
平
広
記
』
巻
三
三
七
、
三
三
八
に
は
、『
広
異
記
』
か
ら
の
も
の
と
は
限
ら

ず
、
家
族
の
も
と
に
戻
っ
て
く
る
鬼
の
話
が
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
。
他
の
小
説
集
と
の
比
較
な
ど
も
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。

七
．
紫

羯
（
巻
四
〇
三
・
宝
）

乾
元
年
間
（
七
五
八
―
七
六
〇
）、
唐
王
朝
は
長
安
と
洛
陽
を
取
り
戻
し
た
が
、
軍
へ
の
食
料
は
供
給
さ
れ
ぬ
ま
ま
で
あ
っ
た
。
監

察
御
史
（
地
方
を
巡
察
す
る
監
察
官
）
の
康
雲
間
は
、
当
時
江
淮
度
支
（
会
計
・
経
理
を
つ
か
さ
ど
る
経
理
官
）
で
あ
っ
た
が
、
江
淮

（
現
江
西
省
鄱
湖
一
帯
）
の
行
商
人
や
農
民
に
、
五
分
の
一
ほ
ど
税
を
上
乗
せ
し
て
徴
収
し
、
急
場
を
し
の
ご
う
と
考
え
た
。
洪
州

（
現
江
西
省
南
昌
市
）
は
、
江
淮
の
間
の
大
都
会
で
あ
っ
た
。
康
雲
間
は
、
参
軍
の
李
惟
燕
に
洪
州
の
こ
と
を
任
せ
た
。
一
人
の
僧
が
、

自
分
か
ら
百
万
の
金
を
徴
収
し
て
く
れ
る
よ
う
に
と
申
し
出
る
と
、
わ
き
の
下
か
ら
、
拳
ほ
ど
の
大
き
さ
の
小
瓶
を
一
つ
取
り
出
し
た
。

そ
れ
は
何
か
と
尋
ね
た
が
、
は
ぐ
ら
か
し
て
答
え
ず
、「
百
万
お
納
め
下
さ
い
」
と
繰
り
返
す
ば
か
り
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
李
惟
燕

は
お
金
を
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
驚
い
た
ふ
り
を
し
な
が
ら
、「
ど
う
や
っ
て
、
こ
れ
を
手
に
入
れ
た
の
で
す
か
。
も

し
こ
れ
を
売
っ
た
ら
、
そ
れ
相
応
の
値
で
売
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
。
そ
れ
を
見
て
い
た
ペ
ル
シ
ア
人
が
、
僧
が
言
っ
た
値

段
で
、
買
い
取
っ
て
行
っ
た
。
ペ
ル
シ
ア
人
が
、
揚
州
に
着
く
と
、
長
史
（
州
庁
の
属
官
）
の
鄧
景
山
が
そ
の
話
を
聞
き
、
ペ
ル
シ
ア

人
に
尋
ね
た
。
ペ
ル
シ
ア
人
は
、「
こ
れ
は
、
紫

羯
と
い
う
も
の
で
す
。
手
に
入
れ
た
も
の
は
鬼
神
に
守
ら
れ
る
の
で
す
。
火
に
入

っ
て
も
、
焼
か
れ
る
こ
と
な
く
、
水
に
入
っ
て
も
溺
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
値
の
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
の
で
す
」

と
答
え
た
。
そ
こ
で
鄧
は
さ
ら
に
ペ
ル
シ
ア
人
に
、
一
万
貫
（
一
貫
は
、
銅
銭
一
千
文
）
を
納
め
さ
せ
た
。
ペ
ル
シ
ア
人
は
喜
ん
で
お
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金
を
払
い
、
恨
む
と
こ
ろ
も
な
か
っ
た
。
瓶
の
中
に
は
十
二
粒
の
珠
が
あ
っ
た
。

【
余
説
】
李
惟
燕
は
、「
二
．
李
惟
燕
」
に
も
出
て
き
た
。
こ
の
話
も
李
惟
燕
か
ら
の
聞
き
書
き
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
話
は
、所
謂
胡
人
譚

の
一
つ
で
、
胡
人
が
さ
ほ
ど
価
値
が
あ
る
よ
う
に
見
え
な
い
も
の
を
金
に
糸
目
を
つ
け
ず
に
買
う
が
、
後
ほ
ど
珍
し
い
宝
で
あ
る
こ
と

が
明
か
さ
れ
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
話
の
背
景
に
も
安
史
の
乱
後
の
政
府
の
過
酷
な
税
の
徴
収
の
実
態
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

今
回
訳
出
し
た
の
は
、『
広
異
記
』
三
百
条
の
中
で
は
、
ご
く
一
部
の
話
で
あ
る
が
、
安
史
の
乱
、
袁
晁
の
乱
前
後
の
話
に
注
目
し

た
。
話
の
多
く
が
、
現
在
の
浙
江
省
杭
州
付
近
で
の
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
戴
孚
は
、
大
暦
六
年
（
七
七
一
）
頃

に
は
杭
州
の
辺
り
に
い
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
う
し
た
話
を
自
ら
収
集
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
内
容
は
様
々
で
あ
る

が
、
安
史
の
乱
や
袁
晁
の
乱
に
人
々
が
翻
弄
さ
れ
、
混
乱
す
る
様
が
感
じ
ら
れ
る
。
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
折
々
に
振
り
返
り
、

語
ら
れ
て
い
た
話
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
と
ま
り
の
な
い
文
章
に
却
っ
て
当
時
の
人
々
が
見
聞
き
し
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま

に
記
録
し
た
リ
ア
リ
テ
ィ
が
感
じ
ら
れ
る
。

従
来
、
唐
代
の
小
説
を
考
え
る
上
で
、『
太
平
広
記
』
の
分
類
に
沿
っ
て
、
神
仙
譚
、
胡
人
譚
な
ど
分
類
ご
と
に
そ
の
特
徴
を
捉
え
、

多
く
の
成
果
が
あ
げ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
今
回
の
よ
う
に
、
時
代
、
場
所
な
ど
に
沿
っ
て
見
て
み
る
と
、
中
唐
期
、
戦
乱
の
狭
間
に

生
き
た
市
井
の
人
々
の
姿
が
生
き
生
き
と
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
ま
た
異
な
る
観
点
で
、
唐
代
小
説
の
特
徴
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
こ
う
し
た
話
の
翻
訳
を
進
め
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
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